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＜具体的な提案内容＞

　◦移住……今住んでいる人&新しい人が、住みたくなる方法を役場に提案
　　　□住む…………………………どんぐり以外のアパート設立
　　　□生活する……………………商業施設を建てる
　　　□健康、安心、安全…………診療所の診察日を増やす。施設を増やす
　　　□働く…………………………小規模の農業専門学校を建てる
　　　□集まる、食べる、学ぶ……Uber Eatsなどの流行
　　　□アピール……………………田舎ならではの魅力オープンに
　　まとめ＞　◦役場に提出できた。
　　　　　　　◦作業が終わらずに焦ったこともあったが、質の良い発表が出来た。

　◦自然……村の杉を利用して、商品開発し産業を発展させる方法
　　　□杉を使った商品｛温泉用桶、杉の木のプレート、杉の木の遊具｝
　　まとめ＞　◦杉を使った商品を提案し、村を持続可能にする手伝いが出来た。

　◦観光……村内外の人に新しい人が住みたくなるような村のイメージをつくるためのフォトブック作成
　　　□wordを使って実際にフォトブックを作成
　　　□文章を加え景色の写真を多めに入れる
　　まとめ＞　◦大蔵村の歴史や景色を分かり易く簡潔にまとめることが出来た。
　　　　　　　◦実際に形にできて役場の人に伝えることが出来た。

　◦健康……1日1つずつ体操、レシピ、元気になる言葉を入れたシニア向けの日めくりカレンダーを村
民に使ってもらう。

　　　□「自分で多くのものを食べられて、一人で歩くことが出来、ネガティブな考えをなくすために」
を達成できる日めくりカレンダーをみて、どのように使ってもらうかを提案

　　まとめ＞　◦提案内容は良い内容を考えることが出来たが、カレンダーが小さくて見えづらかったり、
　提案方法がもう少しだったかなと感じた。

をを活かして活かして 編
集
部
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集

編
集
部
特
集

　未来を考えるにあたり、改めて村の歴史や、地域の事を考える良い機会だったのでは
ないでしょうか。歴史を繋いで今が有り、これからも変化しながら村が良くなるように、

若い意見を尊重しながら、村運営をして行くために、私たち議員も考えて行きたいものです。

　発表を拝見しました。文章には出て来ませんが、とても踏み込んだ内容でした。特に
移動販売は今すぐにも必要としている方がおり、販売者の意見を聞いたり、キッチンカ

ーで活躍している方のインタビューや、ホンモロコの生産者との関わり、養蜂での参加者の意見など、
先生以外の多くの大人と接し、将来必ず役に立つはずです。生徒だけでなく、私たちも考えさせられ
た内容でした。これからの生徒の皆さんの活躍を願っております。最後に「やればできる、ネバーギ
ブアップ、あきらめないで」を送ります。

＜具体的な提案内容＞

　◦移動販売……高齢者の買い物難民を救うための移動販売
　　　□買い物に行けない高齢者を救うためにはどうしたら良いか
　　　　◦回るコースは高齢者が多くお店が近くにない
　　　　◦サービスもして欲しい
　　　　◦売っているものについて
　　　　◦高齢者の見守りも兼ねて欲しい
　　　　◦銭面が厳しいが高齢者の見守りがあるので助成金が欲しい
　　まとめ＞　◦インタビュー者が移動販売だけでなく、見守りも兼ねていることに感動した。是非村で

も行なってもらいたい。

　◦キッチンカー……大蔵村を県内外にPRするキッチンカー
　　　□キッチンカーでは村のトマトを使った料理の販売
　　　　例：ピザ、カレー、パスタ、ハンバーガー、ホットドッグ、オムライス、チキンのトマト
　　　□キッチンカーの一角でPR活動……パンフレットやポスター

でPR、村の野菜直売
　　まとめ＞　◦移動販売を調べてみて、仕事をするときに、楽し

い事をすると良い事がわかった。
　　　　　　　◦発表して、いろんな人から評価してもらえて良か

った。是非実現してもらいたい。

　◦養蜂……村の発展に繋がる養蜂を
　　　□巣箱の設置場所……湯の台スキー場
　　　□実際巣箱を作ってみる
　　　□メニュー開発………はちみつ納豆ご飯など
　　まとめ＞　◦巣箱の設置場所について熊対策が必要。巣箱づくりは時間がかかったが楽しくできた。
　　　　　　　◦はちみつ納豆ご飯は反対が多かったが、食べたら美味しいので食べてもらいたい。

　◦養殖……村の発展に繋がる新たな養殖を新しい産業にする。大蔵村ブランド「ホンモロコ」
　　　□魚の生育環境づくり
　　　□餌づくり
　　まとめ＞　◦生育環境を8割ほど整えられた
　　　　　　　◦村特産物（トマト、そば）を使った餌づくり

中学生中学生のの提案提案 をを活かして活かして

　今回は、村の将来を見据えた生徒たちの新たな挑戦と、今、村の抱えている課題
を取り上げます。

未来村

産業おこし美しい村プロジェクト　2020

「持続可能な村づくりを考える」
～30年後も「美しい村」であるために～
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
開
催

一
般
会
計

歳
入

問　

一
般
寄
付
金
が
７
２
０
万

と
高
額
だ
っ
た
が
内
訳
は
？

答　

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
対
し

て
の
義
援
金
等
。
件
数
は
38

件
。

問　

村
営
住
宅
使
用
料
に
未
納

が
あ
る
が
。

答　

村
外
に
移
住
し
て
し
ま
っ

た
人
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
返
済
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

歳
出

問　

昨
年
の
災
害
で
発
生
し

た
廃
棄
物
処
理
を
行
っ
て
い

る
が
、
す
べ
て
終
わ
っ
た
の

か
？

答　

ま
だ
最
終
処
分
ま
で
終
わ

っ
て
い
な
い
物
も
あ
る
。
今

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て

い
る
。

問　

「
中
山
間
地
域
所
得
向
上

支
援
事
業
費
補
助
金
」
の
内

訳
は
？

答　

ミ
ニ
ト
マ
ト
選
果
場
改
修

へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

問　

「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
報
酬
」
と
あ
る
が
？

答　

鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
、

被
害
対
策
実
施
隊
を
編
成
し

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
村
内

で
も
サ
ル
、
ク
マ
、
猪
な
ど

の
被
害
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
、

箱
罠
な
ど
を
設
置
し
て
対
応

し
て
い
る
。

問　

カ
ル
デ
ラ
温
泉
館
浴
槽
柱

腐
食
度
調
査
を
実
施
し
て
い

る
が
？

答　

令
和
３
年
度
の
補
正
予
算

で
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
」
の
対
象
は
？

答　

主
に
旅
館
の
設
備
改
修
に

対
し
て
の
も
の
。

問　

「
経
営
維
持
支
援
金
」
支

出
し
て
い
る
が
？

答　

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
主
に
休

業
支
援
と
し
て
支
出
。
個
人

の
商
店
等
も
対
象
と
し
た
。

問　

「
が
け
地
近
接
等
危
険
住

宅
移
転
事
業
補
助
金
」
の
内

訳
は
？

答　

村
内
に
対
象
区
域
が
数
カ

所
あ
り
、
移
転
し
た
場
合
支

払
わ
れ
る
。
今
回
の
補
助
対

象
は
清
水
地
内
。

問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
誘
導
業
務

を
行
っ
て
い
る
が
、
昨
年
の

村
内
出
動
要
請
実
績
は
？

答　

昨
年
度
の
村
内
で
の
出
動

要
請
は
３
件
。

問　

「
農
業
関
係
災
害
緊
急
復

旧
事
業
費
補
助
金
」
の
内
訳

は
？

答　

農
業
施
設
（
ハ
ウ
ス
）
30

数
棟
の
被
害
に
対
し
て
の
補

助
。
村
・
県
合
わ
せ
て
八
割

程
の
補
助
率
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

問　

県
一
本
化
で
の
運
営
と
な

っ
て
か
ら
３
年
経
過
し
た
が

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
村

は
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
今

年
度
行
っ
た
が
。

答　

現
段
階
で
は
落
ち
着
い

た
運
営
状
況
と
見
て
い
る
が
、

村
で
は
、
高
額
療
養
者
の
増

加
等
も
あ
り
、
２
～
３
年
後

の
跳
ね
返
り
を
心
配
し
て
い

る
。

簡
易
水
道
事
業

問　

簡
易
水
道
事
業
運
営
に
対

し
て
、
使
用
者
の
負
担
割
合

は
ど
う
か
。

答　

施
設
の
大
規
模
改
修
等
も

あ
り
、
負
担
割
合
を
一
概
に

示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
使

用
料
は
県
内
で
一
番
安
い
。

生
活
し
や
す
い
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
今
後
共
維
持

で
き
る
運
営
を
心
掛
け
て
い

く
。

議
員
発
議

・
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

「
村
議
会
へ
の
多
様
な
人
材
の
参
画
を
推
進
す
る
環
境
整
備
を
図

る
た
め
、
女
性
の
出
産
・
育
児
に
配
慮
し
た
規
定
の
整
備
を
図

る
も
の
」

請
願
の
審
査

▼
役
場
庁
舎
移
転
の
公
正
な
議
論
の
た
め
の
「
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

実
施
の
請
願

　
請
願
者
：
大
蔵
村
大
字
南
山
　
高
山
信
男
・
柿
崎
ハ
ツ
子

　
審
査
結
果
【
不
採
択
】
候
補
地
・
基
本
計
画
の
公
表
が
先
行
さ
れ

る
べ
き
と
判
断
。

▼
米
の
需
給
調
整
に
関
す
る
請
願

　
請
願
者
：
も
が
み
中
央
農
協
代
表
理
事
組
合
長
　
安
食
賢
一

　
審
査
結
果
【
採
択
】
稲
作
農
家
の
所
得
確
保
の
た
め
必
要
と
判
断

意
見
書
の
提
出

❖
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
延
長
と
改
正

　
内
容
「
豪
雪
地
帯
の
道
路
整
備
や
教
育
施
設
整
備
等
の
促
進
の
た

め
の
豪
雪
法
の
10
ヶ
年
延
長
と
財
政
支
援
制
度
の
創
設
を

求
め
る
も
の
」

❖
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
た
地
方
財
源
の
充

実
を
求
め
る

　
内
容
「
十
分
な
総
額
の
確
保
と
、
地
方
自
治
体
に
不
利
益
と
な
る

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
税
の
特
例
措
置
の
終
了
を
求
め
る

も
の
」

❖
米
の
需
給
調
整
に
関
す
る
要
望

　
内
容
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
減
に
対
し
て
の
各
種
対
策
、
倉
庫

の
新
設
・
低
温
倉
庫
へ
の
改
修
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る

も
の
」

9
月
定
例
会

9
月
定
例
会

　

令
和
２
年
度
決
算
審
査
を
中
心
と
す
る
９
月
定
例
会

が
、
７
日
か
ら
10
日
の
４
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
令

和
２
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
８
会
計
）
の
決

算
審
査
の
他
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
８
会
計
）、
条

例
の
改
正
等
を
審
議
・
可
決
。
議
案
審
議
に
先
立
ち
５

名
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
新
庁
舎
移
転
、
婚
活
、
コ

ロ
ナ
対
策
等
に
関
し
、
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を
交
え

ま
し
た
。

9月
定例会

令
和
２
年
度
決
算

・
一
般
会
計
の
他
８
特
別
会
計

「
決
算
審
査
を
通
し
て
可
決
」

条
例
の
制
定
等

・
大
蔵
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

「
今
後
５
年
間
の
村
事
業
の
計
画
を
立
て
、
国
の
財
政
支
援
を
求
め

る
も
の
」

・
肘
折
下
水
処
理
場
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
契
約
変
更

「
復
旧
工
事
の
進
捗
に
よ
る
契
約
額
の
変
更
の
た
め
」

・
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

「
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
も
の
」

・
村
税
条
例
の
一
部
改
正

「
国
の
法
改
正
に
伴
う
、
た
ば
こ
税
の
改
正
」

令
和
３
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
の
審
査

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　
★
林
　
　
文
枝 

氏
（
塩
）　
再
任

令和2年度決算を
可決認定

令和2年度決算を令和2年度決算を
可決認定可決認定
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5議員が一般質問

一
般
質
問

8月26日の
議員研修時

佐藤　雅之 議員

〇村として抗原検査キットの備蓄と事業所、学
校等への配布の考えは

9P

海藤　邦夫 議員

〇村道の維持管理は万全か
〇空き缶のポイ捨てをやめさせる方策はないか

11P

佐藤　　勝 議員

〇役場新庁舎移転は村民の意見を尊重すべき

7P 矢口　　智 議員

〇棚田サミットを終えて

10P

早坂　民奈 議員

〇村として婚活をどう考えるか

8P

9月
定例議会

一般質問村政村政をを問う問う
ここが知りたい

一般質問とは？
　村政全般に対して議員が質問し、意見を述べ村政をただ
していくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が45分です。

一
般
質
問

　8月、山形県町村議長会参与の武田氏を講師に招き、議場で議員研修会を開催。議員の発言力を高めるた
め、改めて議会、議員の役割を研修。

一 般 　 質 問一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第129号 おおくら  議会だより　第129号7 6

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

最
近
新
聞
等
で
首
長
よ

り
提
出
さ
れ
た
議
案
が
議
会
で

否
決
さ
れ
る
こ
と
が
見
受
け
ら

れ
る
。
要
因
と
し
て
、
事
業
達

成
の
為
、
限
ら
れ
た
人
達
に
よ

り
内
密
に
計
画
が
検
討
さ
れ
、

外
部
に
は
公
表
し
な
い
姿
勢
が

考
え
ら
れ
る
。
い
く
ら
綿
密
に

計
画
を
立
て
て
も
誤
解
や
心
情

の
ず
れ
に
よ
り
趣
旨
を
見
失
い
、

議
会
で
否
決
と
な
れ
ば
せ
っ
か

く
の
努
力
も
無
駄
に
な
る
。
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

で
も
、
役
場
庁
舎
の
移
転
と
い

う
大
き
な
事
業
を
抱
え
て
い
る
。

早
急
に
骨
子
と
な
る
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
ら
を
広
く
村
民
に

開
示
し
、
同
時
に
多
く
の
意
見

を
収
集
し
、
か
つ
幅
広
い
層
か

ら
構
成
さ
れ
る「
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

村
長
の
考
え
は
。

答
１　

現
役
場
庁
舎
は
、
浸
水

想
定
区
域
に
あ
り
、
半
分
が
耐

震
化
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。
こ

れ
ま
で
役
場
中
堅
職
員
に
よ
る

新
庁
舎
移
転
は
村
民
の
意
見
を

尊
重
す
べ
き

村
長  

候
補
地
案
を
示
し
、
村
民
を

交
え
た
役
場
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
等
を
設
置
す
る

庁
内
検
討
委
員
会
や
管
理
職
に

よ
る
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
な

ど
で
庁
舎
移
転
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
現
在
、
五
ヶ

所
あ
る
移
転
候
補
地
の
一
つ
を

測
量
及
び
地
質
調
査
を
行
っ
て
、

候
補
地
と
な
り
う
る
か
見
極
め

て
い
る
段
階
。
そ
の
結
果
を
待

っ
て
、
候
補
地
の
案
を
お
示
し

し
、
村
民
を
交
え
た
役
場
庁
舎

建
設
検
討
委
員
会
な
ど
を
設
置

し
て
村
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
い
。

問
２　

調
査
費
用
と
し
て

8
00

万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

候
補
地
全
て
の
調
査
デ
ー
タ

を
口
頭
で
は
な
く
書
面
で
議

会
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
将
来
役
場
庁
舎
だ

け
で
な
く
、
中
央
公
民
館
や
診

療
所
も
併
設
し
た
い
考
え
で

あ
る
と
聞
い
た
が
、
そ
う
だ
か

ら
こ
そ
多
く
の
村
民
の
意
見

を
聞
き
、
理
解
を
得
て
将
来
に

悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
と

思
う
。
議
会
に
村
民
か
ら
庁
舎

移
転
に
係
っ
て
請
願
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
村
長
は
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

答
２　

調
査
デ
ー
タ
は
開
示
す

る
。
請
願
書
に
あ
る
「
村
民
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に
関
し
て
は
、
ま

だ
計
画
の
骨
子
が
で
き
て
い
な

い
の
で
、
今
す
ぐ
に
は
無
理
だ

が
、
で
き
次
第
実
施
し
た
い
。



一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第129号 おおくら  議会だより　第129号9 8

り
組
ん
で
い
る
。
単
独
の
市
町

村
で
行
う
よ
り
効
果
的
だ
と
言

え
る
。
結
婚
は
個
人
の
自
由
で

あ
り
、
強
制
さ
れ
る
も
の
で
も
、

特
定
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る

た
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え

る
も
の
で
は
な
い
。
現
代
社
会

の
多
様
性
を
重
視
し
、
村
と
し

て
結
婚
を
望
む
方
の
考
え
方
に

配
慮
し
な
が
ら
、
今
後
も
出
来

る
こ
と
を
、
確
実
に
実
施
し
て

い
く
。

問
２　

婚
姻
数
が
Ｈ
29
年
21

組
、
Ｈ
30
年
８
組
、
Ｒ
１
年
７

組
、
Ｒ
２
年
３
組
と
こ
れ
で
は

人
口
が
増
え
る
わ
け
が
な
い
。

他
町
村
で
は
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

の
充
実
、
結
婚
支
援
金
補
助
な

ど
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
で
も
探
し
や
す

い
。
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
２　

様
々
な
手
を
尽
く
し
た

が
、
成
婚
し
な
か
っ
た
。
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
も
考
え
て
行

き
た
い
。

問
３　

子
育
て
し
た
い
、
住
み

た
い
村
と
し
て
、
皆
が
集
う
遊

び
場
が
無
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
３　

集
落
単
位
の
公
園
整
備

は
行
っ
て
い
る
が
、
中
央
に
は

難
し
い
。
あ
る
も
の
を
整
備
し

て
ゆ
き
た
い
。
例
え
ば
合
海
団

地
の
公
園
、
小
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
な
ど
。

問
４　

仲
人
隊
の
考
え
は
。　

答
４　

適
任
者
に
委
託
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
新
た
な

協
力
者
に
よ
る
、
村
に
あ
っ
た

縁
結
び
が
出
て
き
て
お
り
育
て

て
行
き
た
い
。

佐
藤
　
雅
之 

議
員

早
坂
　
民
奈 

議
員

問
１　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。
要
因
を
考
え
る
と
、
根
本

的
な
婚
姻
数
が
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。
周
り
を
見
て
も
該
当

者
が
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

結
婚
は
個
人
の
自
由
だ
が
、
将

来
的
に
村
を
維
持
し
て
ゆ
く
人

た
ち
が
居
な
く
な
る
と
危
惧
さ

れ
る
。
昨
年
ま
で
縁
結
び
奨
励

費
、
一
作
年
は
結
婚
相
談
事
業

委
託
料
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い

た
が
、
今
年
は
無
い
。
婚
活
を

ど
の
様
に
村
は
考
え
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

答
１　

少
子
化
の
一
因
で
あ
る

晩
婚
化
・
未
婚
化
を
踏
ま
え
結

婚
相
談
窓
口
「
大
蔵
村
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を

行
う
と
共
に
、
仲
人
隊
に
よ
る

出
会
い
の
場
提
供
や
、
サ
ポ
ー

ト
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供
等

の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

商
工
会
に
委
託
し
、
様
々
な
支

援
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、

成
果
が
得
ら
れ
ず
、
令
和
3
年

3
月
末
を
も
っ
て
終
了
。
そ
の

後
、
県
や
最
上
地
域
と
連
携
し

た
広
域
的
な
活
動
を
中
心
に
取

村
と
し
て
婚
活
を
ど
う
考
え
る
か

村
長  

結
婚
を
望
む
方
の
考
え
方
に

配
慮
し
実
施

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
備
蓄
と
事
業

所
、
学
校
等
へ
の
配
布
の
考
え
は

村
長  

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
村
診

療
所
等
、
医
療
機
関
へ
の
相

談
を
ま
ず
は
啓
発

問
１　

村
で
は
迅
速
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
完
了
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
村
民
の
不

安
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

他
方
で
、
変
異
株
の
影
響
で
全

国
的
に
感
染
の
急
拡
大
が
進
み
、

ワ
ク
チ
ン
2
回
接
種
後
の
感
染

や
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な

い
児
童
や
乳
幼
児
へ
の
感
染
事

例
も
県
内
外
で
多
数
報
告
さ
れ
、

不
安
を
完
全
に
は
払
拭
し
て
い

な
い
。

　

村
は
肘
折
温
泉
な
ど
の
観
光

地
を
抱
え
、
県
境
を
ま
た
ぎ
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
来
客
も
あ

る
。
感
染
防
止
と
経
済
活
動
の

両
立
は
本
村
に
と
っ
て
も
重
要

課
題
。
さ
ら
に
豪
雨
災
害
な
ど

の
自
然
災
害
も
頻
発
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
避
難
生
活
の
長
期
化

も
懸
念
さ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
早
期
発
見
、

早
期
隔
離
の
手
立
て
と
し
て
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
村
と
し
て
避

難
所
等
に
備
蓄
し
、
あ
わ
せ
て

事
業
所
や
、
小
中
学
校
、
保
育

所
等
に
無
償
で
配
布
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
１　

抗
原
検
査
は
発
症
か
ら

9
日
以
内
に
検
査
す
る
の
が
有

効
だ
が
、
検
体
採
取
に
は
注
意

点
等
を
十
分
に
理
解
し
た
職
員

管
理
の
も
と
適
切
な
感
染
防
護

を
お
こ
な
い
、
発
症
者
自
ら
が

採
取
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
人

や
保
護
者
の
同
意
も
必
要
。国
・

県
の
事
業
と
し
て
小
中
学
校
や

保
育
所
に
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
学
校

等
に
は
医
療
従
事
者
が
い
な
い

た
め
4
年
生
以
上
は
検
体
の
自

己
採
取
と
な
り
、
困
難
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校

3
年
生
以
下
は
現
段
階
で
検
査

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

症
状
が
出
て
疑
わ
し
い
場
合

は
、
登
校
や
出
勤
を
し
な
い
。

出
勤
等
後
に
症
状
が
出
た
場
合

は
、
退
勤
や
下
校
を
促
す
。
そ

し
て
速
や
か
に
大
蔵
村
診
療
所

や
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど

に
相
談
を
す
る
、
村
は
ま
ず
は

こ
の
よ
う
な
啓
発
を
行
う
。

　

災
害
時
な
ど
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
等
へ
の
受
診
が
困
難
な
場

合
は
、
検
査
キ
ッ
ト
を
避
難
所

で
保
管
・
使
用
す
る
こ
と
は
有

益
。
検
査
方
法
や
保
管
場
所
な

ど
も
含
め
検
討
す
る
。

問
2　

旅
館
等
、
宿
泊
業
事
業

者
や
事
業
所
へ
の
抗
原
検
査
キ

ッ
ト
の
配
布
に
つ
い
て
は
。

答
2　

「
秋
の
行
楽
」
等
を
踏

ま
え
、
受
け
入
れ
る
側
の
安
全

の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
検
査
キ

ッ
ト
の
在
り
方
や
検
査
手
段
な

ど
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
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海
藤
　
邦
夫 

議
員

矢
口
　
　
智 

議
員

選
の
棚
田
と
根
本
的
に
違
う
規

模
・
生
産
性
を
持
つ
「
四
ヶ
村

の
棚
田
」
を
未
来
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
常
々
言
っ
て
い
る
。

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
本
開
催
が
叶

わ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
わ
ら
ず
、

取
り
組
み
の
一
区
切
り
と
し
て
、

思
い
・
将
来
構
想
を
示
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

サ
ミ
ッ
ト
の
中
止
は
非
常

に
残
念
な
こ
と
だ
が
、
新
た
な

取
り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
令
和
元
年
度
に
施

行
さ
れ
た
、
棚
田
地
域
振
興
法

に
よ
る
指
定
棚
田
地
域
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
。
こ
れ
を
機
に
設

立
さ
れ
た
「
四
ヶ
村
の
棚
田
地

域
振
興
協
議
会
」
が
策
定
し
た

「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
」
が
内
閣
府
の
認
定
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
支
援

措
置
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整

っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
た
ラ
ジ
コ
ン
式
草

刈
機
の
導
入
補
助
や
、
芝
生
の

敷
設
に
よ
る
畦
畔
管
理
の
実
証

実
験
な
ど
に
着
手
。
ま
た
、
振

興
活
動
計
画
認
定
に
よ
り
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

の
加
算
措
置
の
対
象
地
域
と
な

り
、
10
ａ
当
た
り
１
万
円
の
加

算
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
す
べ
て
の
集
落
で
取
組

め
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
い
く
。

　

そ
の
他
に
、
休
耕
田
の
復
田

事
業
や
看
板
設
置
等
、
棚
田
保

全
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も
推

進
し
て
い
き
た
い
。

問　

本
来
で
あ
れ
ば
間
も
な
く

開
催
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
「
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
」
が
新
型
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
開
催

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

な
ら
な
い
。
全
国
の
棚
田
に
関

わ
る
人
々
と
直
接
語
り
合
う
機

会
を
失
っ
た
こ
と
も
大
き
な
失

望
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
「
四
ヶ

村
の
棚
田
」
の
現
状
を
多
く
の

方
々
と
共
有
し
、
将
来
的
な
展

望
を
導
き
出
す
き
っ
か
け
に
な

り
得
る
と
思
っ
て
い
た
絶
好
の

機
会
を
失
っ
た
こ
と
の
失
望
の

方
が
と
て
も
大
き
く
、
残
念
で

な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
本
開
催
が
取
り
や

め
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

ゼ
ロ
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た

訳
で
も
な
い
。
棚
田
に
関
わ
る

様
々
な
研
究
は
継
続
し
て
い
る

し
、「
四
ヶ
村
の
棚
田
」
に
関

し
て
も
多
方
面
か
ら
の
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い

る
。

　

私
は
「
棚
田
の
再
整
備
」
を

柱
に
、
将
来
の
姿
を
地
元
の
皆

さ
ん
と
共
に
導
き
出
し
て
い
き

た
い
と
思
い
続
け
て
き
た
つ
も

り
だ
が
、
村
長
も
他
地
区
の
百

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
終
え
て

村
長  

行
政
と
地
域
が
同
じ
方
向
を

見
な
が
ら

村
道
の
維
持
管
理
は
万
全
か

村
長  

重
要
度
を
勘
案
し
実
施

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
さ
せ

る
方
策
は
な
い
か

村
長  

見
か
け
た
ら
自
ら
片
付
け
る

事
が
重
要

問　

集
落
を
結
ぶ
村
道
は
村
が

管
理
し
て
い
る
が
、
冬
の
除
雪

等
に
よ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

破
損
箇
所
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

道
路
舗
装
は
す
ぐ
に
補
修
す
る

が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
な
か
な

か
手
が
回
ら
な
い
様
に
見
受
け

ら
れ
る
。
転
落
防
止
の
面
か
ら

も
早
急
に
補
修
し
て
も
ら
え
な

い
か
。
ま
た
道
路
に
草
木
が
覆

い
被
さ
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り
、

維
持
管
理
を
願
い
た
い
。

答　

除
雪
等
に
よ
る
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
破
損
が
随
所
に
見
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
村
道
除
雪

作
業
時
に
は
注
意
す
る
よ
う
指

導
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
雪
や

吹
雪
で
の
視
界
不
良
に
よ
る
破

損
が
主
で
、
破
損
の
原
因
は
積

雪
に
よ
る
も
の
。

　

破
損
は
、
交
通
事
故
時
の
被

害
を
拡
大
・
村
の
景
観
を
損
な

う
要
因
で
あ
り
、
村
で
も
大
変

憂
慮
し
て
い
る
。
通
行
の
安
全

確
保
の
た
め
、
計
画
的
に
補
修

や
耐
雪
型
へ
の
交
換
を
推
進
し

て
い
く
。
ま
た
、
道
路
の
除
草

に
つ
い
て
は
、
主
要
な
幹
線
村

道
等
に
つ
い
て
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
全
て
の
村
道
の
除
草
を

行
う
こ
と
は
困
難
。

問　

空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ポ
イ
捨
て
が
最
近
、
増
え
て

い
る
傾
向
に
あ
る
。
田
圃
や
畑

等
に
お
構
い
な
し
に
捨
て
て
い

く
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
っ
て

い
る
。

　

｢
美
し
い
村
連
合
｣
に
加
盟

し
て
い
る
村
と
し
て
、
道
路
の

あ
ち
こ
ち
に
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
こ
れ
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

村
独
自
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
方

策
は
な
い
の
か
、
村
長
に
伺
う
。

答　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
入
し
、
本
年
で
16
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
各
地
区
で
の
自
主
的
な
清

掃
活
動
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー
オ
ー

ナ
ー
に
よ
る
美
化
運
動
、
さ
ら

に
講
演
会
な
ど
美
し
い
村
づ
く

り
に
対
す
る
村
民
の
意
識
の
醸

成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
心
な
い
方
々
に
よ
る

空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
数

多
く
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状
も

あ
り
、
誠
に
残
念
な
事
と
思
い

ま
す
。
村
で
は
、
大
蔵
村
環
境

美
化
推
進
条
例
が
あ
り
、
条
例

第
７
条
に
ポ
イ
捨
て
の
禁
止
が

定
義
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、
本

当
に
数
少
な
い
心
な
い
方
々
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ポ
イ
捨
て
で
き
る
環
境
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
見
か

け
た
ら
自
ら
片
づ
け
る
こ
と
も

重
要
か
と
。

日本一でっかい「四ヶ村の棚田」未来予想

平　林
20ha

沼の台
36ha

豊　牧
45ha

滝の沢
24ha

4地域統一ブランド 『四ヶ村の棚田米』

棚田米統一集出荷～流通システムの確立
（専用ミニカントリーエレベーター）

全
国
初「
四
ヶ
村
の
棚
田
基
盤
整
備
事
業
」推
進

（
最
新
技
術
の
投
入+

農
地
集
約
）

中山間直接支払制度「R2年～5期目」

★棚田地域振興法の活用「指定棚田地域」
→地域毎の振興策の展開



　
一
面
に
広
が
る
黄
金
色
の
稲
穂
、
そ
の

中
を
コ
ン
バ
イ
ン
が
刈
り
取
り
作
業
を

し
て
い
る
。

「
米
」は
八
十
八
の
手
間
が
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
は
ど
う
だ
ろ
う
。

機
械
化
が
進
み
人
手
が
い
ら
な
く
な
り
、

楽
に
は
な
っ
た
が
、
人
と
の
繋
が
り
が
薄

れ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
。
少
し
寂
し

い
。
年
長
者
と
の
話
の
中
で
、
昔
語
り
で

花
が
咲
き
、
生
き
生
き
と
話
す
姿
と
、
苦

労
を
重
ね
た
で
あ
ろ
う
深
い
シ
ワ
に
、
母

の
面
影
を
見
つ
け
る
。
ふ
と
、
幼
き
頃
を

思
い
出
し
た
。
稲
杭
の
上
を
飛
ぶ
ト
ン

ボ
、
お
や
つ
に
食
べ
た
洋
ナ
シ
の
味
、
稲

わ
ら
を
運
ん
だ
時
の
稲
穂
の
先
が
チ
ク

チ
ク
と
肌
を
刺
す
痛
み
、
手
伝
い
の
人
た

ち
と
母
が
笑
っ
て
い
た
顔
。
母
は
と
て

も
歌
が
上
手
な
人
で
、
特
に
私
の
好
き

な
歌「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
皆
さ
ん
は
親
御
さ

ん
と
の
思
い
出
は
何
で
す

か
。
秋
の
夜
長
、
飲
み

物
片
手
に
物
思
い
に
ふ

け
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。（
早
坂
民
奈
）

　定例議会の際、住民や各種団体から議会へ請願や陳情が提出されます。今回は、そもそも「請
願」、「陳情」とはなにか。議会にどのように提出するのか、その取扱いなどについてお知らせします。

　請願や陳情は、法令や条例の制定や改廃をはじめ、国や地方公共団体がおこなう施策全般
について、国や地方公共団体に行うものです。日本国憲法16条に明記された基本的人権の一
つで、民主政治や地方自治の活性化にもつながります。その違いを表に示すと以下のようにな
ります。議会への民意の反映として状況に応じてご活用ください。

（※「あれからどうなった」に代えて）

※1　憲法上の権利として、個人、法人等の団体、村民かどうかにかかわらず、また、
外国人、未成年者も含め、請願、陳情を提出する主体に要件はありません。

※2　大蔵村では当該請願を審議する委員会以外の議員から、1名以上に紹介議員になっ
てもらい提出します。

※3　議員自らが発議しますので紹介議員は必要ありません。
※4　大蔵村では、議長が請願同様に扱う必要があると判断した場合以外は議員各位へ

資料として配布するに留まります。
※5　採択された請願や可決した意見書は、議会としての意思表明として、政治的・道

義的なものに留まるため法的拘束力まではありません。また、意見書は関係する
執行機関（省庁や県、村当局等）に送付しますが、あくまでも村議会の意見であ
るため当該執行機関が法的に拘束されるものではありません。

「議会への請願・陳情とは？」

請願書

大蔵村議会の運用の場合（議会により運用に多少の違いがあります）

形態の違い 請願書 陳情書等 意見書

提出（発議）主体 どなたでも※1 どなたでも※1 議員

紹介議員の有無 1名以上必要※2 必要なし 必要なし※3

審査の場 所管委員会及び本会議 原則議員への資料配布のみ※4 本会議

方　　法 採択又は不採択 可決又は否決

採択等された場合の法的拘束力 法的拘束力は無し※5 法的拘束力は無し※5
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